
令和5年度の学校評価

項目（担当） 重点目標 具体的方策 留意事項

式典・集会の安全で円滑な運営を行
う。

感染症予防のため、自粛してきた全体集
合や行事での校歌斉唱等を徐々に元の状
態に戻していくための方法を工夫する。

学年・分掌と連携し、生徒が無理なく以前の状態に移行
できるように留意し、立案・運営を行う。

危機管理や防災についての意識の向
上を図る。

避難訓練・地震防災訓練を通じて緊急時
における集団行動のあり方を生徒に認識
させ、緊急時に備える。

日頃から生徒に避難経路や注意事項を周知させるととも
に緊急時における自らの役割を理解し適切な行動をとれ
るよう促す。

主体的・対話的で深い学びの実現を
目指した学習指導

新教育課程、観点別評価の実施にあた
り、各科目の学習指導マネジメントシー
トの作成において、主体的な学びについ
て留意する。

主体的に学習に取り組む態度の評価方法の検討も引き続
きおこなう。

図書館来館者、貸し出し冊数の増加
を図る。

掲示・配布物などを通じて、図書館の存
在を生徒に認識させる。
生徒が図書館へ気軽に足を運べるような
雰囲気作りを図る。
企画、展示などに情報活用コース・図書
委員の活用を図る。

各分掌、各学年団との連携を図る。

ＩＣＴ教育の円滑な実施に向けた環
境整備を進める。

教科・分掌に横断的に授業改善担当など
と連携をとり検討をおこなう。

生徒・教員のタブレット端末の活用、授業支援ツールの
研究などを進める。

いじめに関する問題に迅速に対応す
る体制を構築する。

教育相談連絡会等に挙がったいじめが疑
われる事案に関係職員が迅速に対応す
る。

いじめを受けた生徒が安心して相談できる環境をつくる
とともに、いじめの原因を正確に捉えることに留意して
事態の解決を図る。

登下校時の交通マナーの向上及び交
通事故を防止する。

時間に余裕を持って登校するよう促して
いく。
様々な教育活動を通じて、交通安全に関
する指導を実施する。

朝礼時の講話や学年集会等で、交通法規を遵守し命を守
ることの大切さを啓発していく。

規則を遵守する規範意識を養う。 校則や身だしなみ指導や携帯用通信機器
のルールをきちんと説明し、教員が生徒
に様々な場面で指導していく。

生徒及び教員に規則の周知を図り、全教員で指導する体
制をつくる。

学習会の充実 １年は早朝スモールテストを行い基礎学力
の定着を図る。２年はスモールテストに加
えて講義型学習会を、３年は早朝・業後の
講義型学習会を行い、大学受験に対応した
応用的な学力の育成を目指す。

各学年団と連携し、進路目標に応じたきめ細やかな指導を行
う。

進学指導の充実 難化した大学入試に対応するため、総合型
入試・学校推薦型入試・一般入試を活用し
て進路実現を図る。

指定校を公開することで公正公平な進路選択の機会を提供す
る。学校推薦へは全学年から担当教員を決めて個人指導を行
う。

就職指導の充実 １年から職場見学を行い、進路選択の材料
を与える。また、卒業生や企業採用担当者
の講話を聞く時間を設けることで、多角的
な視点を持ち、将来を見据えた学校生活を
送ることができるようにする。ＩＣＴを活
用した就職活動を行う。

各学年団と連携し、指導に当たる。
昨年に引き続き、Ｈａｎｄｙ進路室を導入し、活用を促す。

進路情報の発信の充実 生徒昇降口・進路指導室前の掲示板やＩＣ
Ｔを活用し、生徒へ最新の進路情報を提供
する。

最新の良質な情報を提供する。

感染症の蔓延防止 健康観察記録簿を活用し、担任による健
康観察結果から生徒の症状を把握する。
感染症予防に関する指導を行う。

感染予防に関する指導内容を教職員に提示し、状況に応
じて適宜生徒に指導してもらう。
保健だよりや掲示物を用いて、感染症予防啓発を行う。

清掃活動の充実 清掃箇所に応じた人数配分を行い、清掃
方法を具体的に生徒に指示する。
ゴミ箱撤去を継続し、ごみの持ち帰りを
指導する。

生徒の特性に応じ、教員が具体的に清掃方法を指導でき
るように企画する。
保健だよりや掲示物を用いてゴミ持ち帰りの啓発を行
う。
清掃道具の整備・補充を徹底する。

キャリア教育
（進路指導部）

保健管理
保健指導
環境美化
（保健部）

いじめ対策
交通安全指導

ルール遵守の指導
（生徒指導部）

授業規律
図書館活動
（教務部）

オ　校務の効率化を図るため、様々な場面における連絡や資料配付の方法の改善を行う。

  本年度の

　重点目標

ア　心身ともに健康で安全に学ぶことのできる学校づくりを進める。

イ  本年度からの新教育課程及びＩＣＴ教育の円滑な実施を進める。

ウ  地域から愛される学校づくりのため、諸活動に新たな価値を付加するとともに情報発信を積極的に行う。

エ　情報活用コースの一層の活性化を図るため、諸活動の検討と改善を行う。

式典・集会
行事・防災
（総務部）
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項目（担当） 重点目標 具体的方策 留意事項

ＩＣＴ機器を活用した授業の充実 全教員が所持しているタブレット及びプロ
ジェクタを活用した授業を参観・研修・個
別実践を行うように努める。

ＩＣＴ機器をした授業を行うために、各自率先して研鑽を行
うこと。

ＩＣＴ機器を活用した教育実施に向け
た環境整備と管理の徹底

ＩＣＴ機器を活用した様々なサービスを安
定して運用するため各種アカウントの管理
を行い、ネットワーク構成・ユーザ管理、
情報漏洩防止策などについて調査研究を行
う。また各ＨＲの黒板をホワイトボード化
することでＩＣＴ機器の使用や管理を行い
易い環境を作り、各ＨＲ担任が適切に管理
できるようにする。

各種オンライン授業支援サービスを活用する効果的な手法を
考え実行する。また、全校生徒に貸与されたタブレットＰＣ
の活用手法を検証し、今後の学習活動に活かす。
また準備ができ次第順次各ＨＲの黒板をホワイトボード化す
るとともに、ＨＲ担任にＩＣＴ機器の管理表を配布して管理
を徹底する。

情報漏洩の防止
（研修・教育工学部）

校内ネットワークの用途別活用方法の
周知徹底

授業・会議で使う機会・環境を切り分け、
漏洩の可能性を削減する。

タブレットは授業のみで使うことが理想だが、現実的には会
議で使うこともあるため、最大限の注意を払う。

生徒の人間的成長に繋がる学校行事
の企画と運営

生徒会役員が主体となり、行事を円滑に
進められるように支援する。意見箱の設
置等を実施し、生徒の意見・要望を可能
な限り取入れ、行事の見直しや改善を行
う。

生徒会役員が主体となり、行事を円滑に進められるよう
に助言する。また、各委員会の役員も積極的に参加でき
るような行事運営をする。

部活動の活性化 新１年生に対して、部活動への積極的な
参加を促す。各部の顧問の意見・要望を
聞き、部活動を行う環境を整える。

部活動への参加が生徒・教員の過剰な負担にならないよ
うにする。要望には優先順位をつけ、できるだけ早く対
応をする。

生徒の悩み等の情報把握と対応 心のアンケート、面談を活用し、生徒の悩
みや情報を把握する。相談連絡会を通じて
対応策を検討する。

生徒の悩み等を把握したら、慎重に情報を収集して解決方法
を検討する。サポートチームを編成し、相談連絡会を活用す
る。その際、情報保護に配慮する。

心の不安定な生徒への対応とSCとの連
携

心の不安定な生徒、問題行動が見られる生
徒、不登校の兆しがある生徒やに対して、
SCのカウンセリングを勧め、生活改善や心
の安定を図る。

SCの有用性を教員・生徒・保護者に理解してもらう。SCの意
見を参考にして、特別な支援が必要な場合も含めて対応を考
慮する。関係教員には状況や対応策の周知を図る。

特別な支援を必要とする生徒の状況把
握と対応の検討

本人や保護者からの申し出に加え、日常生
活の様子に注意し、学習や生活に支障がな
いよう、合理的な配慮を図る。

生来的要因や病的要因を持つこともふまえ、関係教員が情報
を共有し、連携して対応する。その際、生徒本人および保護
者の心情に配慮する。

基本的な生活習慣を確立する。 ・規則正しい生活習慣を身につけるよう
指導する。
・時間を守る。ルールを守る。挨拶をす
る。身だしなみを正しくさせる。

・体調管理に注意し、欠席や遅刻をなるべくしないよう
に指導する。
・学校生活のあらゆる場面で声をかけ、指導を展開す
る。

学習環境を整え、毎日の授業に集中
して取り組む。

・教室の環境や授業に臨む姿勢を整えさ
せ、毎日の授業を大切にさせる。
・家庭での学習習慣をつけさせる。
・課題や提出物を期限内に提出すること
を守らせる。
・学びの基礎診断を活用する。

・授業開始と終了の号令をしっかり行うように指導し、
メリハリをつけさせる。
・日々の清掃をきちんと行い、学習に集中できる環境を
整える。
・あらゆる場面で提出物の期限や締め切りを守るように
指導を展開する。
・スマホやタブレット端末等情報機器を有効活用して指
導を展開する。

安城南高生としての自覚を持つ ・高校生になった自覚を持たせる。
・部活動や学校行事に積極的に取り組ま
せる。
・学校生活に目標を持たせる。

・学校行事や部活動などに積極的に取り組ませ、周囲と
良い人間関係を構築できるように指導する。

生活習慣・学習習慣を確立する。 ・挨拶をする、時間を守る、身だしなみ
を常に整えるなどの生活習慣を確立さ
せ、さらに家庭での学習習慣も確立さ
せ、下級生の見本となる学校生活を送ら
せる。

・体調管理、感染症予防に注意し、欠席や遅刻をなるべ
くしないように指導する。
・身だしなみを整えるなど学校生活のあらゆる場面で声
をかけ、下級生の手本となるように指導を展開する。

学習環境を整え、毎日の授業を大切
にし、自ら考え行動する。

・毎日の授業を大切にさせる。
・授業に臨む姿勢・環境を整えさせる。
・課題や提出物を期限内に提出すること
を守らせる。
・進路に対して真剣に考え、実現する努
力をさせる。
・教師から指示されたことだけでなくさ
まざまな場面で自ら考えて行動できるよ
うに力をつけさせる。

・授業開始と終りの号令をしっかり行うように指導し、
メリハリをつけさせる。
・あらゆる場面で提出物の期限や締め切りを守るように
指導を展開する。
・進路について１年生の時よりも主体的に考えさせる時
間を増やす。

安城南高校の中心として自覚をもっ
て行動する。

・上級生として自覚を持たせる。
・部活動や学校行事では中心となること
を自覚させ、行動させる。
・学校生活に目標を持たせる。

・安城南高校の中心として、学校行事や部活動に積極的
に参加するだけでなく、他者と協力して行事などの運営
をさせる。

生活習慣・学習習慣を確立する。 ・挨拶をする、時間を守る、身だしなみ
を常に整えるなどの生活習慣を確立さ
せ、さらに家庭での学習習慣も確立さ
せ、最高学年として下級生の見本となる
学校生活を送らせる。

・進路を意識させ、各自の体調管理、感染症予防に注意
し、欠席や遅刻をなるべくしないように指導する。
・就職指導や進学指導を機会に挨拶や言葉遣い、正しい
身だしなみを徹底させる。

生徒の心の安定
(教員相談部）

授業．学校生活への取組
（第１学年）

授業等、学校生活への取組
（第３学年）

教科指導力の向上
（研修・教育工学部）

学校行事・部活動
（特別活動部）

授業等、学校生活への取組
（第２学年）

学習環境を整え、生徒それぞれが希望
進路実現のために最後まで努力する。

・毎日の授業を大切にさせる。
・授業に臨む姿勢・環境を整えさせる。
・課題や提出物を期限内に提出することを
守らせる。
・進路に対して真剣に考え、実現する努力
をさせる。
・教師から指示されたことだけでなくさま
ざまな場面で自ら考えて行動できるように
力をつけさせる。

学校関係者評価を実施する主な評価項目

・在校時間等の状況記録結果を活用し、時間外在校時間の上限（1か月45時間、1年360時間）が
順守できるよう業務改善・分担の見直し等を行う。
・面談期間や心のアンケートを活用し、いじめや悩みの早期発見に努め、全教員の連携により
その解決を図る。
・ホームぺージ更新やメール配信を増やす。

・授業開始と終りの号令をしっかり行うように指導し、メリ
ハリをつけさせる。
・あらゆる場面で提出物の期限や締め切りを守るように指導
を展開する。
・進路について主体的に考え、努力するように指導する。
・就職学習会や業後の学習会に積極的に参加させ、進路に対
しての意識を高めさせる。
・進路決定後も欠席せず、学力向上のために努力を怠らない
ように声かけをする
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